
 
 

令和５年度フィールド自治体型政策研究会 

 

１ 政策研究会概要 

フィールド自治体型政策研究会は、調査研究の対象とするフィールド自治体を定め、

その自治体が抱える地域課題について、県内地方公共団体等職員が研究員となり、有識

者等を講師に招いての勉強会や研究員同士の議論などを通して、具体的な施策や事業を

調査研究し、解決へ向けた提言を行う活動です。 

活動の主体は参加する研究員であり、少人数(5～6人程度)のグループ編成によるグル

ープワークを中心に調査研究を進め、グループごとに提言書をまとめ、報告会において

提言内容を発表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) フィールド自治体（調査研究の対象とする自治体） 

玉川村 

 

(2) 調査研究テーマ 

「交流人口拡大からはじめよう！観光資源を生かした移住促進政策について考える」 

    ～玉川村をフィールドに地域ブランディングについて学ぶ～ 

 

近年、多くの自治体が抱える共通の課題として人口減少が挙げられます。本研究会

では、解決策の一つである移住受入れを促進するためには、その前段階である交流人

口（新規の旅行者）の拡大から取り組む必要があるのではないかと考え、その手法と

して地域ブランディングに着目しました。 

地域ブランディングとは、「地域が持つ魅力や独自性などを高めて発信することに

より、地元以外の他地域の人から興味をもってもらうこと」を目的とした取り組みで、

特産品や観光地、アクティビティなどの「モノ」「コト」から地域をブランド化する

方法や、空が綺麗などの「イメージを連想させる街づくり」からブランド化する方法

などがあります。 

当研究会では、戦略的に地域の価値や魅力を発信する地域ブランディングの手法に

ついて学び、玉川村を調査対象フィールドとして「観光資源を活かした交流人口拡大

の仕組み」について調査研究を行い、「玉川村に出かけたくなる」政策を提言するこ



 
 

とを目標に活動を行います。 

 

(3) 参加者 

県内の自治体、公社等職員 10～12名程度 

 

(4) 開催場所 

ふくしま自治研修センター、玉川村内 

 

(5) 実施スケジュール  

別紙１のとおり 

 

(6) 政策研究会への参加にあたって 

ア 活動は原則として勤務時間内に行います。ただし、現地調査等は、視察先の都合

等により異なることもあります。 

イ 研究会への参加費は不要です。ただし、開催場所或いは視察先までの旅費等につ

いては、所属団体における公務出張扱いとしてください。 

ウ 当研究会は、テーマに関する業務の担当者にこだわりません。政策研究や当該テ

ーマ等に関心を持ち、主体的に活動する意欲ある職員の参加を期待しています。 

 

【政策研究会のココに着目！】 

  講師と少人数参加者による密度の濃い学び。 

  研究テーマはフィールド自治体のリアルな課題。 

  実践的な研究活動を通して政策形成の技術と手法を学ぶ。 

  色々な地域から研究員が集まることによる自治体の枠を超えた広い視野の形成。 

  将来に渡り貴重な財産となる自治体を超えた研究員間の人脈の形成。 

  報告会に向けた発表練習で鍛えられるプレゼンテーション能力。 

 

 

【過去に研究会に参加した人の声！】 

  業務では得ることのできない政策立案の基礎やプロセスを、時間をかけてゆっくり

学ぶことができた。 

  質の高い講義、アドバイスを、講師の先生から受けられた。 

  普段の通常業務ではあまり関わる機会のない方々と議論を交わすことができ、学び

を深めることが出来た。 

  他自治体職員と交流を深めることができ、良い刺激を得ながら活動することができ

た。 

  参加しないと絶対に会えなかった他自治体職員と交流を持ち、情報交換ができた。 

  普段の業務から離れ研究会に参加することがリフレッシュにもつながり、研究会以

外の業務にもより集中できた。 

  



 
 

２ 応募方法及び参加者の決定 

  参加希望の方は、所属団体の担当部署（人事、研修担当など）を通じて、「令和５年度

政策研究会参加申込書」（別紙２）を下記あてに送付してください。 

  なお、参加申込書はセンターHP(http://www.f-jichiken.or.jp/)からダウンロードも

可能です。 

 

(1) 送付先 

  

 

 

 

       

 

 

 

 

 

(2) 参加者の決定 

応募者多数の場合は、原則先着順とし、参加の可否について応募期限後に所属団体

へ連絡いたします。 
 

 

公益財団法人 ふくしま自治研修センター政策支援部 

 

〒960－2156 福島市荒井字地蔵原乙 15番の 1 

 

電話：024-563-7283  FAX：024-593-5714 

 

E-mail:shien@f-jichiken.or.jp 

http://www.f-jichiken.or.jp/
mailto:shien@f-jichiken.or.jp


令和５年度フィールド自治体型政策研究会スケジュール 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回（７月中旬） 13：00～16：30 グループワーク  

開催場所：ふくしま自治研修センター 

講師：テクノアカデミー会津 小泉 大輔 教務主任 

＜内容＞ ・研究設計、アウトプットイメージを創る（提言の方向性の決定、 

仮説を立てる） 

      あるべき姿、目標の設定、解決策の検討（仮説） 

第４回（８月上旬） 10：00～16：30 現地調査・グループワーク  

開催場所：玉川村 

＜内容＞ ・現地調査（仮説検証） 

     ・グループワーク（提言書素案作成） 

第５回（９月中旬） 1 泊２日集中グループワーク  

開催場所：ふくしま自治研修センター 

講師：テクノアカデミー会津 小泉 大輔 教務主任 

＜内容＞ ・グループワーク（事例調査、提言素案作成） 

      提言まとめに向けたグループ討論 

第８回（１２月上旬） 13：30～15：00 成果報告会  

開催場所：玉川村 

＜内容＞ ・研究成果の報告会、講師による総評 

第７回（１１月中旬） 13：00～16：30 グループワーク 

開催場所：成果報告会会場を予定 

講師：テクノアカデミー会津 小泉 大輔 教務主任 

＜内容＞ ・提言仕上げ、報告会準備、報告会リハーサル 

第２回（６月中旬） 13：00～16：30 グループワーク  

開催場所：ふくしま自治研修センター 

＜内容＞ ・グループワーク 

      問題点の洗い出し、課題の絞り込み→研究テーマの設定 

第１回（５月下旬） 10：00～16：30 講演・グループワーク・現地視察 

開催場所：玉川村 

・講話：玉川村長 

演題「人口減少について玉川村を取り巻く現状と課題」（仮） 

 ・現状説明：玉川村職員 

  「玉川村の観光促進に向けた取組みについて」（仮） 

・講演：テクノアカデミー会津 小泉 大輔 教務主任 

  「観光資源を生かした地域ブランディングについて」（仮） 

・現地視察： 

村内の関連施設等を視察 

第６回（１０月中旬） 13：00～16：30 グループワーク 

開催場所：ふくしま自治研修センター 

＜内容＞ ・提言仕上げ、報告会準備 

別紙 1 

５～６月 
 
問題点明確化 
 
現状を知る 
現場を視る 

７～８月 
 

方向性検討 
 

調べる 
考える 

 

 

９～１１月 
 

提言書作成 
 

まとめる 

 

１２月 
提言書提出 

発表 


